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論 文 内 容 の 要 旨
本論文は、障害児における遊びの発達過程を一般的に検討 し、発達障害児 に対する遊びの指導方
法に関する手がかり、 目安を得ておき、本論文として、とりわけ乳児期における母子の相互交渉の
場面での遊びの一形態である 「情動的交流遊び」の発達過程を明 らかにし、同遊 びが発達障害児の
知性およびコミュニケーション機能の発達に果たす役割と指導法とを解明することによって、総 じ
て障害児の精神発達における遊びの重要性を指摘することを目的としている。
本論文は、全体的に第1部 と第2部 およびまとめの3部 分か ら構成されている。 まず第1部 にお
いて、著者は、乳幼児の遊び一般の種類とその発達上の意義を指摘 し、遊び行為の中で、とりわけ
本論文が、「ゴッコ遊 び」、「や りとり遊び」、ならびに 「情動的交流遊び」を問題とすることを先ず
指摘する。
著者は、 これを前提 として、障害児における遊びの実際状況を取 り上げている。すなわち遊びの
場面 として 「ゴッコ遊び」を行い、それを通 して遊びの発達的過程を実験的に検討 している。この
場合、著者 は、遊びの発達の研究としては、「遊び行為の短縮化」を発達の指標 として取 り上げる
ことが至当であるとの見方を取 っている。すなわちそれが遊びの発達する場合の目安 となることを
指摘 し、その発達段階 として、先ず単一操作の繰 り返 しが減少 し、次いで複数の操作の関係化がみ









にも多 くの研究が発表 されているが、遊び活動自体に立ち入 った分析で言語発達を検討 した例はあ
まりな く、障害児を対象とした組織的な専門研究はほとんど見 られない。著者は、遊びの発達は言
語の発達 にも影響を受 けるとの見方 も取 って継続研究をこころみている。観察研究の結果、ゴッコ
遊びの展開が、単 に単語だけではなく、長文など言語の構文や話 し方に変化をもたらし、発話にも
変化が生 じたとして、遊びの発達 と関連が深いことをみている。
第2部 では、第1部 で捉えられた 「遊 びと言語 との関係」の結果を基にしそ、遊びの発達に随伴
する更なる問題としての知性およびコミュニケーション過程の分析が深められる。筆者は、 これを
ブルーナー、J.S.ほ かの研究者 らによる知見を省察 しっつ、 とりわけ 「いないいないばあ遊 び
(peek-a-boo)」 の場面を検討に付 している。





さらにこの遊 びの成立を実験教育的手法を用いて一層詳細 に検討 している。そして、「いないいな
いばあ遊び」を成立させる要因として対人関係が強く関わっていることを指摘 し、指導によって遊
びが発展することを見出している。
ところで、 この対人関係は、コ ミュニケーションを軸とするものである。著者はこの点を考慮 し
っっ、これまでと同様に障害児を対象に、遊びとコミュニケーションとの相互的な発達上の影響、
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ることを強調 している。そして臨床事例的に、遊びとしてとりわけ 「ゴッコ遊 び」の場面を取 りあ
げて観察 し、遊 びの過程が、「単一操作の繰 り返 しの減少」、「複数の操作の関係化」から、「短縮化」
へという3段 階を経て成長 ・発達することを明 らかにした。このことは障害児の研究としてはとり
わけ注 目すべき事実である。 これと併せて、著者は、障害児の場合、遊びの展開には大人の働きか
けが要せられることを実験的に指摘 し、遊びの発達に大人が参加することの意義 ・効果を明らかに
している。そして遊び、特にゴッコ遊びと、知的機能に大 きく関わる言語の機能 と発達 との関連を
想定 して、遊びにおける行動 と言動 との相互的変化の様相を臨床的に観察 ・検討 している。障害児
を対象 としたこの種の研究で、立ち入 った分析は殆 どないが、著者は縦断的に観察を続行し、遊び
の発展に即応 して単語、構文、発話などの発達で、予想通 りの事実を見出した。






このように本研究によって、障害児の遊びに関す る特徴 と発達の可能性にっいての新 しい事項、
とりわけ障害児が大きく蹟 くといわれるコミュニケーションに初期の遊びの動向如何が関わってい
る事実など、いくっかの点が明確化されたが、なお残された課題があることも否めない。例えば、
本論文で用いられた被験者の事例を一層多 くとり、統計的に事実の根拠を固めることも大切である。
しかしなが ら、本研究がその基盤をなしていることは確かなことであり、研究数の少ない分野にお
いて、新 しい事実の究明と発見は、貴重な資料ともなり、斯学の発展を強固に支えるものと評価で
きる。
よって、博士(教 育学)の 学位を授与するに適当と認める。
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